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関西電力高浜原発３号機（福井県）プルサーマル発電向けのウラン・プルトニウム混合

（ＭＯＸ）燃料が、福島第一原発事故後初めてフランスから海上輸送されようとしていま

す。日本全国で５０基の発電用原子炉のうち、大飯原発の２基を除く４８基は、７月に発

表される原子力規制委員会の新安全基準をクリアするまで再稼動はありえず、またＭＯＸ

燃料の使用は自治体が認めなければ不可能です。それにもかかわらずＭＯＸ燃料の輸送が

強行されているのです。海上輸送には約２ヶ月かかるとされており、７月に向けて再稼動

ありきの搬入だといわざるをえません。プルトニウムを混ぜた燃料をウラン用原子炉に投

入するプルサーマル発電は、その重大な危険性を多くの専門家が指摘しています。静岡県

の中部電力浜岡原発でも４号機でプルサーマルを計画しており、現在は延期していますが

「早期に実施できるよう全力で取り組む」と発表しています。そして、浜岡原発をはじめ

国内５箇所の原発が、約９６０ｋｇのプルトニウムを含むＭＯＸ燃料を保管しています。 

また日本は、２０１１年末現在で、イギリス・フランスに約３５トン、国内に約９トン、

合計約４４トンのプルトニウムを保有しています。原発が、深刻な放射能被害と、核兵器

の原料を産み出していることは、明白な事実です！！ 

私たちは、安全安心に暮らし働くことのできる社会のために、

原発の再稼動と危険な核燃料輸送、核保有に反対します！！ 


